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2018年は、日本とスウェーデンの「外交関係樹立150年」のメモリアルイヤーです。

両国はこれまで長きにわたって交流を続け、

互いに理解を深めながら響きあうココロを育んできました。

2つの国は、国土も遠く離れ、言語も異なります。

でも、自然を愛することやシンプルを美となすことなど、

感性や価値観の面ではむしろ、共感し尊敬しあえる部分が数多くあります。

今号は、駐日スウェーデン大使公邸でローバック大使にお話をうかがいました。

日本人のココロに響くスウェーデンのココロが

どのようにして生まれ育まれてきたのか、

ひも解いてみることにしましょう。

響きあう
ココロ。
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■
■  

正
式
に
国
交
樹
立 

「
大
日
本
国
瑞
典
国
条
約
書
」

締
結
（
明
治
元
年
）
横
浜
の
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
で
調
印

■
【
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
】（
工
業
製
品
メ
ー
カ
ー
）
鋳
鉄
製

の
キ
ッ
チ
ン
用
品
と
ミ
シ
ン
の
製
造
に
着
手　

■
■  

岩
倉
遣
欧
使
節
団
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
滞
在

（
１
８
７
１
～
）
工
業
施
設
、
学
校
、
国
立
博
物
館
な
ど

を
見
学
し
、
オ
ス
カ
ル
2
世
国
王
に
接
見

■
【
エ
リ
ク
ソ
ン
】
電
信
器
の
修
理
工
場
と
し
て
設
立

■
【
オ
レ
フ
ォ
ス
】
ガ
ラ
ス
工
房 

設
立

■  

画
家
カ
ー
ル
・
ラ
ー
シ
ョ
ン
が
家
族
と
の
生
活
を
描

い
た
水
彩
画
シ
リ
ー
ズ
『
わ
た
し
の
家
』
を
発
表

■  

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル（
１
８
３
３
～
１
８
９
６
）の

遺
言
に
従
い
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
が
始
ま
る

■  

森
林
保
護
法
を
制
定

■
【
ハ
ス
ク
バ
ー
ナ
】
最
初
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
（
原

動
機
付
き
自
転
車
）
が
登
場

■  

セ
ル
マ
・
ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ
が

『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
』
第
1
部
刊
行　

翌
年
第
2
部
刊
行

■
■  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
初
代
特
使
グ
ス
タ
フ
＝
オ
ス
カ

ル
・
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
が
正
式
に
日
本
に
就
任

■
■  

東
京
・
築
地
に
初
め
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
が

開
設

■
■
【
ガ
デ
リ
ウ
ス
】（
貿
易
会
社
）
日
本
に
お
け
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
第
1
号
が
営
業
を
開
始

■
【
ハ
ッ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
】
貿
易
会
社
と
し
て
創
業
し
た

ハ
ッ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
社
の
写
真
部
門
が
独
立
（
現
カ
メ

ラ
メ
ー
カ
ー
）

■  
セ
ル
マ
・
ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ
が
女
性
初
・
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

■
【
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
】家
庭
用
電
気
掃
除
機
を
発
売

■
■
『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
』
が
初
め
て
日
本
語
訳

■  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
独
立
を
祝
う
行
事
と
し
て
90
㎞
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
「
ヴ
ァ
ー
サ
ロ
ペ
ッ
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
（
１
５
２
３
年
の
独
立
か
ら
４
０
０
年
）

■  

グ
ス
タ
フ
6
世
ア
ド
ル
フ
皇
太
子
が
日
本
訪
問

■
【
ボ
ル
ボ
】
創
業

■
■  

日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
を
創
設

■
■  

日
本
国
外
で
初
の
茶
室
「
瑞
暉
亭
」
が
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
に
建
て
ら
れ
る

■
【
サ
ー
ブ
】
航
空
機
・
軍
需
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
設
立

　

 

※
１
９
３
９
～
１
９
４
５　

第
2
次
世
界
大
戦　

■  

自
然
享
受
権
が
唱
え
ら
れ
始
め
る

■  

工
業
デ
ザ
イ
ン
と
住
宅
環
境
の
向
上
に
焦
点
が
置

か
れ
始
め
る
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ニルスが
教えてくれた
森のこと。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
、
2
つ
の

国
に
共
通
す
る
の
は
、
自
然
を
慈

し
む
伝
統
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

人
々
は
、
私
た
ち
が
自
然
を
敬
い

季
節
を
愛
す
る
の
と
同
様
に
、
自

然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
象
徴
す
る
物
語
が
、
日

本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
で
今
な
お
読

み
つ
が
れ
る
『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な

旅
』。
物
語
を
通
し
て
見
え
て
く
る

ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

「
子
ど
も
た
ち
は
ニ
ル
ス
に
な
っ
て
、

様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
の
で
す
」

ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

「
私
た
ち
は
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
、

土
を
耕
し
て
暮
ら
し
た
い
の
で
す
」

■スウェーデン　■日本　■スウェーデンハウス

モンキーレンチ発明
ヨハン・ペッテル・ヨハンソンが、
調節可能なスパナを発明。おかげ
で多くの道具が不要となり、世界
中に広がった。この発明がもとに
なって、後の「バーコ工具」が誕
生した。

岡 

田 

「
自
然
や
木
を
愛
す
る
心
、

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
。

共
通
点
は
多
い
で
す
」

1891

の
は
、「
自
然
と
と
も
に
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
」
で
す
。

　

本
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら

１
０
０
年
以
上
も
昔
の
20
世
紀
初
頭

の
こ
と
（
1
9
0
6
年
）。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
も
森
林
破
壊
が
進
み
、「
森

林
保
護
法
」（
1
9
0
3
年
）
で
伐

採
後
の
植
林
を
義
務
化
す
る
な
ど
、

森
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
運

が
高
ま
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

　

こ
の
流
れ
は
、
1
9
4
0
年
代
に

「
自
然
享
受
権
」
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
然
の
恩
恵
を
共
有

す
る
と
い
う
北
欧
独
特
の
考
え
方
。

全
て
の
人
が
い
つ
で
も
自
由
に
森
の

中
に
立
ち
入
り
活
動
で
き
る
権
利

で
す
。
た
だ
し
、
ゴ
ミ
を
残
さ
な

い
、
木
の
枝
を
折
ら
な
い
、
地
域
の

動
物
や
人
間
の
邪
魔
を
し
な
い
な

ど
の
責
任
を
伴
う
、
環
境
先
進
国

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ら
し
い
自
然
観
と
い

え
ま
す
。　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
に
は
、
訪
れ
る
た
び
に
感
銘
を

受
け
て
い
ま
す
。
い
つ
も
現
地
工
場

近
く
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
の
で
す
が
、

シ
リ
ア
ン
湖
の
景
色
が
す
ば
ら
し
く

と
て
も
気
持
ち
が
い
い
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
お
花
見
を
は
じ
め
、
四

季
折
々
に
自
然
を
楽
し
む
行
事
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
王

立
公
園
に
も
日
本
か
ら
贈
ら
れ
た

桜
の
木
（
1
9
9
8
年
）
が
あ
り
、

毎
年
4
月
に
さ
く
ら
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
両

国
と
も
伝
統
的
に
木
を
愛
し
、
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
（
職
人
気
質
）
が

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

寄
せ
木
細
工
の
よ
う
な
も
の
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
あ
る
こ
と
は
興
味

深
い
こ
と
で
す
。

　
『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
』
が
書
か

れ
た
当
時
、
子
ど
も
向
け
の
本
は
、

悪
い
行
い
を
戒
め
る
と
い
っ
た
支
配

的
な
内
容
が
主
流
で
し
た
。
そ
れ
を

作
者
セ
ル
マ
・
ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ
は
、

愛
情
に
変
え
て
描
い
た
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
自
分
を
ニ
ル
ス
に
重
ね

て
、
家
族
や
動
物
を
愛
す
る
心
を
、

自
然
と
の
付
き
あ
い
方
を
、
そ
し
て

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
国
の
地
理
や

産
業
、
国
を
愛
す
る
心
を
学
び
ま
す
。

私
も
も
ち
ろ
ん
、
私
の
子
ど
も
た
ち

も
読
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
夏
に
は
ボ
ー
ト
、

冬
に
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

や
ス
ケ
ー
ト
で
自
然
に
親
し
ん
だ
も

の
で
す
。
遊
び
な
が
ら
、
森
や
湖
を

汚
さ
な
い
ル
ー
ル
を
学
ぶ
の
で
す
。

　

私
た
ち
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
み
な
、

気
持
ち
の
上
で
は
、土
を
耕
し
て
暮
ら

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
本
と
同

様
に
都
市
化
が
進
み
、最
近
は
多
く

の
人
が
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ

て
い
ま
す
。簡
素
な
サ
マ
ー
ハ
ウ
ス（
田

舎
の
別
宅
）を
持
っ
て
い
る
人
も
多
い

1906
　　　　　『ニルスのふしぎな旅』
教師だったセルマ・ラーゲルレーヴ（1858〜1940）によっ
て書かれた小学校の地理の副読本で、1906 年に出版。
いたずらをして小人にされてしまったニルスが、ガ
チョウのモルテンと空の旅をしながら自然や人々の
暮らしに触れ、成長していく物語。1909 年には、女
性として初めて、またスウェーデン人として初のノー
ベル文学賞を受賞し、『長くつ下のピッピ』を書いた
アストリッド・リンドグレーンなどにも大きな影響を
与えた。日本では 1980 年、NHK でアニメーション
が放送され、その後スウェーデンでも好評を博した。

1940
「自然享受権」

誰でも自由に森の中を散歩したり、木の実を
採ったり、湖で泳いだりして過ごしてよい権
利。北欧の慣習で、ノルウェー、フィンラン
ドにも同様の法律がある。スウェーデンで
は、多くの人が田舎から都会に移り住むよう
になった1940年代以降に唱えられ始めた。
1994 年「人は誰でも自然に接する権利を有
する」「自然の中に居る者は自然を尊重すべ
し」の文言が法の中に記された。

日本初参加　ストックホルムオリンピック開催
金栗四三（1891 ～ 1983）54 年ぶりのゴール

「日本マラソンの父」と称される金栗四三は、1912 年に
日本初のオリンピック選手としてストックホルムオリン
ピックに参加。しかし日本からの長旅の疲れと記録的な
暑さで、マラソンレース途中で意識を失って倒れてしま
う。地元の人に介抱されて翌朝に意識を取り戻すも、レー
ス結果に意気消沈した金栗は、ひっそりと帰国したため
行方不明扱いとされてしまった。それから半世紀以上の
時が流れた 1967年、金栗はストックホルムオリンピック
開催 55周年の記念式典に招待され、ようやくゴールテー
プを切ることができた（タイムは54年8カ月6日5時間
32分20秒 3）。平成 31年大河ドラマ「いだてん」の主人公。

日
本
に
も
す
ば
ら
し
い
自
然
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
昨
年
は
、
中
山

道
と
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
訪
ね
て
魅

力
的
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

の
で
、そ
こ
へ
出
か
け
て
、
便
利
な
生

活
か
ら
離
れ
た
自
然
の
中
で
自
由
に
、

好
き
な
だ
け
土
を
耕
し
て
過
ご
す
の

で
す
。私
に
も
、
将
来
庭
に
小
さ
な
温

室
を
作
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
ト
マ
ト
を
収
穫
す
る
た

め
に
は
温
室
が
必
要
な
の
で
す
。

SWEDEN    JAPAN    SWEDENHOUSE

スナップオン・ツールズ株式会社

『ニルスのふしぎな旅（上）・（下）』
セルマ・ラーゲルレーヴ 作　菱木晃子 訳
ベッティール・リーベック 画
福音館書店
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子どもも
大人も対等な、
家族の関係。

　

子
ど
も
は
あ
り
の
ま
ま
の
存
在
を

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
子
ど
も
は

大
人
の
〝
言
う
こ
と
〟
に
は
あ
ま
り

心
を
動
か
し
ま
せ
ん
。
あ
え
て
教
え

な
く
て
も
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、

〝
学
ん
で
い
く
〟
の
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
と
い
う
人
間
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
子
育
て
の

モ
ッ
ト
ー
で
、「
子
ど
も
は
親
の
背

中
を
見
て
育
つ
」
と
い
う
日
本
的
な

感
覚
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
良
く
も
悪

く
も
、
子
ど
も
た
ち
は
日
々
の
経
験

を
積
み
重
ね
て
、
大
切
な
こ
と
を
感

じ
取
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
と
て
も
大
事
な
こ
と

は
、
全
員
が
対
等
な
家
族
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
す
。
家

族
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
（
共
同
企
業
体
あ
る
い

は
合
弁
企
業
）。
み
ん
な
が
協
力
し

て
、
共
同
で
営
ん
で
い
く
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
平
等
の
精
神

は
、
家
の
中
だ
け
で
な
く
社
会
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

■ 

親
子
法
制
定

■
■  

湯
川
秀
樹
が
日
本
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

（
物
理
学
賞
）

■  

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
地
下
鉄
開
通
（
ス
ル
ッ
セ
ン
～

カ
レ
ン
ゲ
ン
間
）

■
【
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
】
家
庭
用
食
洗
機
を
発
売

■
■
【
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
航
空
】
民
間
航
空
機
と
し
て

初
め
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
日
本
へ
到
着
（
55
時
間
）

■
【
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
社
】
設
立

■
■  

明
仁
皇
太
子
殿
下
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
初
訪
問 

茶
室
「
瑞
暉
亭
」
を
見
学

■  

デ
ザ
イ
ン
博
覧
会（
Ｈ
55
）開
催  

テ
ー
マ
は
「
よ
り

良
い
生
活
環
境
と
理
想
の
住
ま
い
」

　
■
【
東
芝
】
日
本
初
の
電
気
炊
飯
器
を
発
売

■
■
【
グ
ス
タ
フ
ス
ベ
リ
】（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
磁
器

メ
ー
カ
ー
）
日
本
で
事
業
を
開
始

■
【
イ
ケ
ア
】
発
祥
の
地
エ
ル
ム
フ
ル
ト
に
第
1
号
店

を
オ
ー
プ
ン

■
■
【
グ
ス
タ
フ
ス
ベ
リ
】
ス
テ
ィ
グ
・
リ
ン
ド
ベ
リ
が

日
本
の
西
武
百
貨
店
の
包
装
紙
を
デ
ザ
イ
ン

■
【
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
】
世
界
初
の
電
子
レ
ン
ジ

を
発
売

■
■
【
N
H
K
ラ
ジ
オ
】
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
番
組
放

送
を
開
始
（
～
２
０
０
７
年
）

■
■  

外
務
大
臣
大
平
正
芳
が
初
め
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を

正
式
訪
問

■
■  

ト
シ
ュ
テ
ン
・
ニ
ル
ソ
ン
外
相
が
初
め
て
日
本
を

訪
問

■  

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

■  

人
間
工
学
デ
ザ
イ
ン
が
普
及
し
始
め
る

■
【
ハ
ッ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
】
ニ
ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
（
ア
ポ
ロ
11
号
）が
ハ
ッ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
で
撮
影

■
■  

国
王
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ
フ
陛
下
、
皇
太
子
時
代

に
日
本
訪
問

■
■  

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
男
子
15
㎞
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
選
手
が

金
メ
ダ
ル
に
輝
く

■
■
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
】
手
取
貞
夫
に
よ
る
北

欧
視
察
（
日
野
原
重
明
博
士
も
同
行
）

■  

親
子
法
改
正　

世
界
で
初
め
て
、
子
ど
も
へ
の
体
罰

の
禁
止
な
ど
を
盛
り
込
む
（
親
子
法
第
6
章
第
1
条
）

■
【
ソ
ニ
ー
】
初
代
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
発
売

■
■
【
N
H
K
】
日
本
で
「
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
」

が
ア
ニ
メ
化
（
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で
放
送
）

■
■  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ
フ
陛

下
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
王
妃
、
初
め
て
日
本
を
公
式
訪
問

■
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
】
北
海
道
石
狩
郡
当
別
町

に
実
験
住
宅
2
棟
完
成
（
住
宅
性
能
テ
ス
ト
開
始
） 

■
■  

旭
川
で
の
「
ヴ
ァ
ー
サ
ロ
ペ
ッ
ト
」
大
会
が
ス
タ
ー

ト
（
１
９
９
０
年
大
会
に
は
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ
フ
陛

下
も
旭
川
を
訪
問
し
、
レ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
た
）

ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

「
子
ど
も
は

親
の
背
中
を
見
て
育
つ
」

ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

「
家
族
は
、
み
ん
な
が
協
力
し
て

営
ん
で
い
く
も
の
」

　
「
個
」
を
尊
重
す
る
と
こ
ろ
も
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ら
し
さ
の
1
つ
で
す
。

特
に
興
味
深
い
の
は
、
互
い
を
認
め

あ
い
、
対
等
な
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
考
え
る
家
族
の
在
り
方
で
す
。

　

例
え
ば
、『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な

旅
』
に
も
、「
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
は
そ
れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し

く
、
尊
重
さ
れ
、
守
ら
れ
、
愛
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
強
く
温
か

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
社
会
の
財
産
で
あ
り
、

社
会
全
体
で
守
り
、
育
て
て
い
く
べ

き
と
い
う
共
通
の
認
識
に
よ
り
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
早
く
か
ら
児
童
福
祉

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。「
親
子
法
」

が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
70
年
近
く
前

（
1
9
4
9
年
）
の
こ
と
。
さ
ら
に

１
９
７
９
年
に
は
、
世
界
で
初
め
て

子
ど
も
に
対
す
る
体
罰
を
法
律
で
禁

止
し
ま
す
。

　
「
全
て
の
人
は
1
人
の
人
間
と
し

て
尊
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う

考
え
方
は
、
福
祉
大
国
と
し
て
、
ま

た
世
界
に
先
駆
け
て
女
性
や
子
ど
も

の
権
利
を
尊
重
し
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
、
も
っ
と
も
根
幹
の
価
値
観

と
言
え
る
の
で
す
。

194919501955 1953195719591960196319641968196919721976197919801981 1951

1949
「親子法」

1949 年に制定された法律で、「子は
それぞれの特性に応じて、一人の人
間として尊重され、体罰またはその
他精神的虐待を受けない」と定めら
れている。育児についても、男女が
平等に働く権利があるのと同様に、
協力して行われている。そこには、
成長を見守る楽しさを分かちあうと
いう考え方がある。

Johan Willner/imagebank.sweden.se

Lina Roos/imagebank.sweden.se
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ボルボのエンジニアで
あるニルス・ボーリンが
開発。ボルボは、誰も
がこの技術の恩恵を得
られるよう特許を無償
公開し、以来多くの命
を守ることとなった。
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日々の
暮らしこそ、
美し く 。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
長
年
変
わ

ら
な
い
定
番
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
も
あ

れ
ば
、
革
新
的
な
製
品
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
こ
の
新
し
い
ソ
フ
ァ

の
布
地
は
約
1
0
0
年
前
に
デ
ザ

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
住
ま
い
に

時
間
と
愛
情
を
注
ぐ
人
が
と
て
も
多

い
で
す
。
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

自
ら
家
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
こ

と
も
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

よ
り
一
層
自
分
の
家
に
愛
着
を
感
じ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
の
こ

と
で
言
う
と
、
私
は
古
い
家
具
を
大

　

こ
れ
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
多
く
を
学
ん
で
き
ま

し
た
が
、
家
を
愛
す
る
心
は
ほ
ん
と

う
に
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
家

は
建
て
た
ら
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
快
適
に
長
く
」
暮
ら
す
た
め

に
は
、
普
段
か
ら
家
の
健
康
状
態
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
間
と
同
じ
で
す
ね
。
そ
の
た
め
私

た
ち
は
「
家
の
主
治
医
」
と
し
て
、

オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
住
ま
い
を
見
守
り
ま
す
。
さ

ら
に
家
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
ご
提
案
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
心
し

て
長
く
住
め
る
家
が
大
前
提
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
す
。
隣
に
は
木

の
椅
子
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は

木
材
に
直
接
布
を
縫
い
つ
け
る
と
い

う
画
期
的
な
手
法
で
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ど
ち
ら
に
も

優
れ
た
価
値
を
見
出
し
て
い
る
の
で

す
。
日
本
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
本
の
最
新
の
製
品
に
、
私

は
い
つ
も
「
と
て
も
日
本
的
な
デ
ザ

イ
ン
だ
な
」
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

す
。
そ
こ
に
、
普
遍
的
な
日
本
の
美

し
さ
を
感
じ
る
か
ら
で
す
。

切
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
の

あ
る
も
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
長
い

時
間
を
過
ご
し
て
き
た
も
の
た
ち
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
新
し
い
も
の
を
買

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
は

既
に
あ
る
も
の
た
ち
と
調
和
す
る
か

を
考
え
ま
す
。

■
【
バ
ー
コ
】
世
界
初
と
な
る
人
間
工
学
に
基
づ
く
「
ス

ク
リ
ュ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
」
を
発
表

■
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
】
設
立

■
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
】
開
発
本
格
化

■
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
】
設
立

■
■  

明
仁
皇
太
子
殿
下
、
美
智
子
妃
殿
下
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
公
式
訪
問
（
滞
在
中
ウ
プ
サ
ラ
大
学
を
訪
れ
、

庭
園
や
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
の
家
族
の
住
宅
を
見
学
）

■
【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
】
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ

ル
ズ
内
に
施
設
オ
ー
プ
ン

■
■  

レ
ク
サ
ン
ド
市
と
当
別
町
が
姉
妹
都
市
提
携

■
■  

イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
・
カ
ー
ル
ソ
ン
首
相
が
、
首
相

と
し
て
初
め
て
日
本
を
公
式
訪
問

■
【
ト
ー
モ
ク
ヒ
ュ
ー
ス
】
設
立

■  

自
然
享
受
権
の
文
言
が
法
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
る

■
■  

カ
ー
ル・
ラ
ー
シ
ョ
ン
展
覧
会　
初
め
て
日
本
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
■  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ
フ
陛
下

に
、
日
本
か
ら
63
本
の
八
重
桜
を
寄
贈

■
■   

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
公
式
訪
問

■
【
エ
レ
ク
ト
ロ
ラ
ッ
ク
ス
】
世
界
初
の
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除

機
を
発
売

■
【
イ
ケ
ア
】
日
本
に
第
1
号
店
を
オ
ー
プ
ン 

■
■  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ
フ
陛

下
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
王
妃
、
再
び
公
式
訪
問

■
■  

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
の
生
誕
３
０
０
年
祝

賀
行
事　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
公
式
訪
問

■
■  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
初
の
宇
宙
飛
行
士
が
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。

■
■  

ノ
ー
ベ
ル
・
プ
ラ
イ
ズ
・
ダ
イ
ア
ロ
グ
東
京　

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
外
と
し
て
初
め
て
東
京
に
て
開
催

■
■  

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
皇
太
子
殿
下
が
日
本
訪
問

■
■  

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

 
　

  
外
交
樹
立
１
５
０
周
年

ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

「
時
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
続
け
る
も
の
も
、

革
新
的
な
発
明
も
」

岡 

田
「
家
へ
の
愛
着
を

育
め
る
の
も
、安
心
し
て

長
く
住
め
る
家
が

あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

「
大
切
に
使
わ
れ
て
き
た
も
の
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
て
い
ま
す
」

1983198419851986198719911994199820002001200620072008201520172018
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外交 150 年を記念して、日本・スウェー
デンそれぞれの地で、楽しいイベント
が開催されます。
詳しくは　https://swedenjapan150.jp/

ノ
ー
ベ
ル
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は
と
て
も
有
名
で
す

が
、
本
誌
で
も
ご
紹
介
し
て
い
る
「
モ
ン
キ
ー
レ
ン

チ
」「
3
点
式
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」「
ス
ク
リ
ュ
ー
」（
裏

表
紙
）
の
ほ
か
に
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
は

こ
ん
な
も
の
ま
で
!?
と
驚
く
発
明
品
が
数
多
く
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
瓶
の
デ
ザ
イ
ン

● 

安
全
マ
ッ
チ

● 

テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
／
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
食
品
用
紙
容
器

● 

ジ
ッ
パ
ー
／
フ
ァ
ス
ナ
ー

● 

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

●

A
T
M

● 

空
調
設
備
／
エ
ア
コ
ン

● 

ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

● 

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

● 

ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス　

な
ど

人
の
生
活
を
豊
か
に
変
え
ら
れ
る
」

と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、１
９
６
０
年
代
に
は
人

間
工
学
デ
ザ
イ
ン
が
普
及
し
始
め
、

優
れ
た
機
能
で
様
々
な
問
題
を
解

決
す
る
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
代
に
北
欧
の
美
学
が

確
立
さ
れ
、
数
々
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

が
生
ま
れ
、
今
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
同
時
に
、
家

や
家
具
な
ど
、
時
を
重
ね
た
も
の

を
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
な
が
ら
楽
し
む
文
化
が
あ

り
ま
す
。
自
ら
手
を
か
け
る
こ
と
で

新
た
な
価
値
を
深
め
て
い
く
。
そ

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
今
、
私
た
ち

日
本
人
の
新
た
な
共
感
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

日
本
で
も
高
い
人
気
を
誇
る
北

欧
製
品
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
、
世

界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る

発
明
が
多
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
色
褪
せ
る

こ
と
の
な
い
も
の
た
ち
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
初
頭

に
は
、
建
築
家
や
芸
術
家
が
デ
ザ
イ

ン
運
動
を
展
開
。
ま
た
、
社
会
思
想

家
に
よ
っ
て
「
毎
日
使
う
日
用
品
こ

そ
美
し
く
あ
る
べ
き
」
と
呼
び
か
け

ら
れ
〝
快
適
な
暮
ら
し
〟
に
目
線
が

向
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
1
9
4
0

年
代
か
ら
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
と
住
宅

環
境
の
向
上
に
焦
点
が
置
か
れ
る
と

一
部
の
特
権
階
級
だ
け
で
は
な
く
、

「
よ
い
工
業
デ
ザ
イ
ン
は
あ
ら
ゆ
る

1982

主
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
発
明
品

■スウェーデン　■日本　■スウェーデンハウス
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木の家に見つけた、
ほんとうの豊かさ。

要
に
応
え
、
全
国
２
位
の
生
産
量
を

誇
り
ま
し
た
。
最
初
は
本
州
に
向
け

て
販
売
、
そ
の
後
は
主
に
北
海
道
の

炭
鉱
住
宅
へ
移
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
９
４
９
年
ド
ッ
ジ

ラ
イ
ン
（
財
政
政
策
）
の
影
響
で
、

住
宅
事
業
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
に
。
以
降
、
も
う
一
度

住
宅
を
手
が
け
た
い
と
い
う
想
い
は

温
め
ら
れ
続
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
20
余
年
の
後
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
堅
牢
で
美
し
い
木
の
家
と
出

合
う
こ
と
で
実
現
し
ま
す
。
創
始
者

た
ち
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
姿

に
「
真
の
豊
か
さ
」
を
見
つ
け
、
深

く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

て
1
9
8
4
年
、「
世
代
を
超
え
て

受
け
継
ぐ
家
、
高
気
密
・
高
断
熱
、

家
族
を
守
る
強
い
家
づ
く
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

は
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の
創
業
メ

ン
バ
ー
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
木
の

家
に
出
合
っ
た
の
は
、
１
９
７
６
年

の
こ
と
。

　

戦
前
ま
で
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
親
会
社
ト
ー
モ
ク
の
前
身
と
な

る
企
業
は
、
北
海
道
で
木
箱
を
つ
く

る
会
社
で
し
た
。
終
戦
後
は
木
工
の

技
術
を
活
か
し
、
住
宅
用
の
組
立
部

材
を
生
産
し
ま
す
。
深
刻
な
住
宅
不

足
だ
っ
た
時
代
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の

い
わ
ゆ
る
戦
災
復
興
住
宅
と
し
て
需

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
創
業

35
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
生
ま
れ
、
日
本
で
育
ま
れ
た
高

性
能
住
宅
。
３
万
５
０
０
０
を
超
え

る
そ
の
一
棟
一
棟
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

住
ま
い
方
、
豊
か
な
暮
ら
し
方
が
息

づ
い
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
建
て
た
２
棟
の
実
験
棟

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
現
在
に
至
る
ま

で
、
基
本
的
な
住
宅
性
能
は
ワ
ン
ス

ペ
ッ
ク
で
す
。
そ
れ
は
１
棟
目
の
お

宅
も
、
３
万
５
０
０
０
棟
目
の
お
宅

も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
に
お
住

ま
い
の
す
べ
て
の
ご
家
族
に
等
し
く
。

「
快
適
な
家
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
長

く
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

信
念
の
も
と
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く

高
い
快
適
性
能
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
こ
れ
か

ら
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
響
き
あ
う

コ
コ
ロ
を
育
み
な
が
ら
、
日
本
の
住

ま
い
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

時
代
を
超
え
る
、

住
宅
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
。

日本で初めて、お引渡しする全住宅の性
能を測定・表示、数値を保証。24 時間換
気と合わせてご提供するシステムを発表。

2013 年 10月の改正省エネル
ギー法（平成 28 年基準）の施
工に先駆け、7 月に全棟 U 値
表示を加えたシステムを発
表。

当初 19 名でスタート。実験棟での「体験
入居」を企画したところ、予想をはるかに
超える応募があり、これが現在の宿泊体験
の先駆けとなった。

新たな販売先として北海道で炭坑住宅を
手がけ、組立住宅生産全国第 2 位に成長。
戦後復興住宅と呼ばれる3〜5坪のパネル
式組立住宅であった。

ドッジラインの影響に
より炭坑住宅が発注停
止、住宅事業から撤退。

スウェーデンハウス
株式会社 設立

トーモクの前身であ
る東洋木材企業株
式会社に社名変更

東洋木材企業株式会社から
ト－モクへの社名変更が決定

スウェーデンの住宅との出合い。

良質の住宅を提供する
構想は経営者の胸中で
温められ続ける。

被災の少なかった北海道の森林資源は、
本州の失われた住宅を再建するための
重要な資材となった。

全棟高性能保証表示システム
CQ+24 発表

50年間無料定期検診システム
ヒュース・ドクトル50発表

スウェーデン現地工場
トーモクヒュース設立

ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック2007

大賞受賞

2015～2018 年
オリコン顧客満足度調査
ハウスメーカー注文住宅
お客様満足度

4 年連続総合 1 位

地球温暖化防止活動

環境大臣表彰受賞

全棟高性能保証表示システム

CQ24+U 発表 

グッドデザイン賞受賞
（木製サッシ3層ガラス網無し防火窓）

スウェーデンハウス株式会社
創立35年を迎えました

第 1 号モデルハウス

二子玉川モデルハウス（1985〜1989）

豊平モデルハウス（1984〜1998）

The SwedenHouse創刊
（1987 スウェーデンハウス倶楽部 設立）

実大震動実験を実施

スウェーデンハウス株式会社 設立

長久手モデルハウス（1998〜現在）

上野幌モデルハウス（1998〜2001）

金沢駅西モデルハウス（1999〜現在）

千里モデルハウス（2006〜現在）

日進モデルハウス（2003 〜現在）

広島モデルハウス
（2002〜現在）

新潟モデルハウス
（2015〜現在）

1984
1999

1985

1986

1991

19481950

1984 19491970

1976

2000

2008

2015-2018

2004

2006
2013

2014

2018
終戦後の深刻な住宅不足の中、住宅用
の組立部材に力を入れる。東京・八重
洲に、三菱商事が販売を担当する計画
で、展示用住宅を建築したほどだった。

1946

1998

2003

2002

2015 省エネルギー住宅賞

建設大臣賞受賞

1997

（財）住宅・建築省エネルギー機構
省エネルギー住宅賞

硝子繊維協会会長賞受賞

1992

スウェーデンハウス設立までの軌跡
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